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東
京
・
立
川
市
の
元
飛
行
場

跡
地
に
広
が
る
学
術
ゾ
ー
ン
、

周
囲
に
は
自
治
大
学
校
、
国
立

国
語
研
究
所
な
ど
の
公
共
の
施

設
が
連
な
る
。
ち
ょ
っ
と
洒
落

た
建
物
に
極
地
―
南
極
と
北
極

―
を
テ
ー
マ
に
し
た
博
物
館
が

鎮
座
す
る
。
２
０
１
０
年
開
館

の
国
立
極
地
研
究
所
が
運
営
す

る
「
博
物
館
」
で
あ
る
。
極
地

研
は
も
と
も
と
は
国
立
科
学
博

物
館
に
生
ま
れ
た「
極
地
学
課
」

を
起
源
と
し
、
館
は
そ
の
名
の

と
お
り
一
般
に
開
放
さ
れ
た
施

設
で
、
今
回
訪
ね
た
土
曜
日
も

大
賑
わ
い
。
入
り
口
に
は
５
億

年
前
の
蜂
の
巣
岩
（
黒
雲
母
片

麻
岩
）
が
出
迎
え
、
反
対
側
に

は
か
つ
て
南
極
観
測
で
活
躍
し

た
カ
ラ
フ
ト
犬
15
頭
が
わ
れ
わ

れ
を
出
迎
え
て
く
れ
る
。

　

館
内
で
ま
ず
目
を
ひ
く
の
は

南
極
の
大
き
な
立
体
地
図
。
日

本
の
37
倍
の
面
積
を
も
つ
大
陸

は
意
外
に
起
伏
が
あ
る
こ
と
を

知
っ
た
。
最
高
峰
は
４
．
９
キ

ロ
。
人
類
が
当
初
は
そ
の
存
在

を
知
ら
な
か
っ
た
南
極
に
初
め

て
入
っ
た
の
は
１
９
１
１
年
。

ア
ム
ン
ゼ
ン
、
ス
コ
ッ
ト
、
白

瀬
矗
な
ど
の
努
力
に
よ
り
探
検

か
ら
観
測
（
学
術
調
査
）
へ
指

向
が
移
り
、「
南
極
か
ら
地
球

を
調
べ
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
60

年
前
国
際
地
球
観
測
年
か
ら
、

日
本
が
第
一
次
南
極
観
測
隊
を

派
遣
し
た
１
９
５
６
年
に
つ
な

が
っ
て
ゆ
く
。
当
初
は
わ
ず
か

12
ケ
国
が
参
加
、
車
、
犬
、
そ

り
な
ど
が
た
よ
り
で
あ
っ
た
。

南
極
観
測
と
い
う
と
頭
に
浮
か

ぶ
の
は「
宗
谷
」「
オ
ン
グ
ル
島
」

「
昭
和
基
地
」「
永
田
武
」
な
ど
。

50
年
前
の
村
山
雅
美
隊
の
雪
上

車
も
目
に
う
か
ぶ
（
車
４
台
、

11
人
）。
そ
れ
か
ら
60
年
、
組

織
、
規
模
も
大
き
く
な
り
観
測

が
継
続
、
今
年
も
第
60
次
の
観

測
隊
が
２
代
目
「
し
ら
せ
」
で

11
月
中
旬
に
東
京
港
を
出
港
す

る
。「
南
極
条
約
」
の
ル
ー
ル

の
下
に
各
国
の
越
冬
観
測
の
基

地
は
今
47
基
地
を
数
え
る
。

　

展
示
室
は
広
い
。
大
き
く

目
を
ひ
く
の
は
大
型
雪
上
車

６
０
４
号
、
こ
の
車
は
南
極
点

ま
で
往
復
５
，
２
０
０
キ
ロ
を

走
っ
た
。
そ
し
て
諸
器
材
―
氷

床
深
層
ド
リ
ル
な
ど
、
動
物
、

氷
と
日
常
の
生
活
と
一
歩
異

な
っ
た
世
界
へ
足
を
踏
み
入
れ

よ
う
。
動
物
関
係
の
展
示
も
豊

富
で
ペ
ン
ギ
ン
、
ア
ザ
ラ
シ
な

ど
身
近
で
み
る
こ
と
が
出
来
な

い
実
物
（
剥
製
）
の
ほ
か
「
ペ

ン
ギ
ン
の
卵
」
を
初
め
て
見
る

こ
と
が
で
き
た
。
両
極
で
氷
に

も
相
違
が
あ
り
、「
押
し
固
め

ら
れ
た
」
南
極
の
氷
を
実
際
に

手
で
触
れ
る
こ
と
で
き
る
コ
ー

ナ
ー
が
あ
り
南
極
の
氷
は
生
き

て
い
て
中
で
音
が
す
る
こ
と
を

知
っ
た
。
数
万
年
前
の
空
気
が

閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
と
の
こ

と
。
ち
な
み
に
南
極
全
体
の
氷

は
２
５
，
０
０
０
兆
ト
ン
と
い

う
。
も
し
こ
れ
が
全
部
溶
け
る

と
海
面
が
60
メ
ー
ト
ル
も
上
昇

す
る
と
聞
く
。

　

岩
石
や
隕
石
も
大
陸
の
成
り

た
ち
や
そ
の
環
境
変
動
の
歴
史

を
あ
か
し
て
く
れ
る
。
隕
石
は

第
10
次
隊
（
69
年
）
に
よ
り
初

め
て
採
取
さ
れ
た
。

　

オ
ー
ロ
ラ
の
不
思
議
も
こ
こ

の
展
示
、
映
像
で
よ
く
理
解
が

で
き
、
そ
の
色
、
形
、
動
き
な

ど
が
巨
大
な
シ
ア
タ
ー
で
見
る

こ
と
が
出
来
る
。
宇
宙
に
最
も

近
い
南
極
の
オ
ー
ロ
ラ
映
像
は

迫
力
満
点
で
あ
る
。

　

こ
の
博
物
館
で
は
季
節
に
あ

わ
せ
た
催
し
も
の
も
多
く
開
か

れ
て
い
る
。
こ
と
し
８
月
に
は

極
地
研
探
検
―
探
検
ツ
ア
ー
、

ラ
イ
ブ
ト
ー
ク
（
南
極
観
測
隊

員
と
話
そ
う
）、
サ
イ
エ
ン
ス

カ
フ
ェ
な
ど
、
ま
た
ペ
ン
ギ
ン

に
つ
い
て
の
企
画
展
が
催
さ
れ

た
。
探
検
ツ
ア
ー
で
は
普
段
は

公
開
し
て
い
な
い
低
温
室
や
分

析
施
設
な
ど
を
見
学
で
き
る
。

こ
の
博
物
館
の
一
角
は
60
年
間

に
わ
た
っ
て
継
続
さ
れ
る
南
極

観
測
の
「
日
本
側
」
の
基
地
で

あ
る
。「
南
極
観
測
セ
ン
タ
ー
」

と
し
て
極
地
研
究
の
拠
点
で
あ

り
、
観
測
隊
資
材
の
管
理
基
地

と
も
な
っ
て
い
る
。
倉
庫
に
は

無
数
の
コ
ン
テ
ナ
が
お
か
れ
、

発
電
用
燃
料
を
含
め
る
と
毎
年

約
１
，
３
０
０
ト
ン
の
物
資
の

調
達
、
梱
包
を
約
４
ケ
月
間
で

行
っ
て
い
る
の
だ
。

　

最
新
の
ニ
ュ
ー
ス
で
は
７
月

30
日
の
新
聞
に
よ
る
と
イ
ン
ド

と
協
力
し
て
「
月
の
南
極
」
へ

無
人
機
を
、
水
発
見
に
各
国
が
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し
の
ぎ
、
と
あ
っ
た
。

惑
星
の
極
地
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。

　

今
後
は
世
界
の
環

境
の
変
化
、
温
暖
化

そ
し
て
科
学
技
術
の

進
歩
に
よ
っ
て
大
き

く
変
わ
っ
て
ゆ
く
こ

と
で
あ
ろ
う
。
温
暖

化
は
南
極
よ
り
北

極
が
は
げ
し
い
と
い

う
。
気
温
上
昇
や
海

氷
の
縮
小
が
進
む
。

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
、

ア
ラ
ス
カ
、
ロ
シ
ア
な
ど
の
各

地
で
も
急
速
に
氷
が
溶
け
進
ん

で
い
く
。
海
が
主
体
で
あ
る
北

極
で
は
海
上
で
の
冬
季
観
測
が

難
し
く
、
デ
ー
タ
が
不
足
し
て

い
る
と
い
う
。

　
「
南
極
天
文
学
」
の
領
域
も

で
て
き
た
。
ハ
ワ
イ
や
砂
漠
な

ど
の
地
球
上
の
僻
地
が
天
体
観

測
に
適
し
て
い
る
こ
と
は
知
ら

れ
て
い
る
。
同
じ
理
由
で
高
精

度
の
天
文
観
測
に
と
っ
て
南
極

は
理
想
的
な
場
所
と
考
え
ら
れ

る
。
水
蒸
気
量
が
低
く
、
高
い

周
波
数
の
電
波
の
観
測
が
可
能

で
あ
る
こ
と
な
ど
で
極
地
観
測

の
新
し
い
方
向
が
み
え
て
く
る

こ
と
だ
ろ
う
。

　

極
地
研
で
は
宙
空
圏
、
気
水

圏
、
地
圏
、
生
物
圏
、
極
地
工

学
圏
な
ど
の
研
究
グ
ル
ー
プ
を

擁
し
、
そ
の
他
多
く
の
ス
タ
ッ

フ
を
か
か
え
、
外
部
に
対
し
て

も
こ
の
科
学
館
公
開
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
広
報
誌
「
極
」
の
刊

行
な
ど
幅
広
く
活
動
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。

※
参
考
図
書
「
南
極
観
測
隊
の

し
ご
と
」　

国
立
極
地
研
・
南

極
観
測
セ
ン
タ
ー
編

�

（
清
水　

正
）

南
極
・
北
極
科
学
館
に
み
る
科
学
の
進
歩

�

国
立
極
地
研
を
訪
ね
て
　

科
学
探
訪

白
余

南極点までを往復した大型雪上車

60棟を超える建物で構成される昭和基地

　

東
京
都
千
代
田
区
に
日
比
谷

公
園
が
あ
り
ま
す
。
土
地
は
一

部
が
国
有
地
で
す
が
、
公
園
は

東
京
都
建
設
局
が
所
管
し
、
東

京
都
公
園
協
会
が
管
理
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
公
園
は
皇
居
の
す
ぐ
外

に
位
置
し
て
お
り
、
江
戸
時
代

に
は
大
藩
の
上
屋
敷
が
置
か
れ

て
い
た
場
所
で
す
。
明
治
に

な
っ
て
大
名
屋
敷
が
廃
藩
置
県

で
廃
棄
さ
れ
、
更
地
に
な
り
ま

し
た
。
元
々
入
江
だ
っ
た
こ
の

土
地
は
地
盤
が
悪
く
高
層
の
建

物
の
建
設
に
は
不
向
き
で
し

た
。
そ
の
た
め
、
初
め
は
陸
軍

の
練
兵
場
と
し
て
利
用
さ
れ
ま

し
た
が
、
や
が
て
公
園
に
な
り

ま
す
。

　

日
比
谷
公
園
の
開
園
は
明
治

三
六
年(1903

年)

で
す
。
開

園
後
、
公
園
内
で
多
く
の
事
件

や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
が
あ
り
ま

し
た
。
戦
争
祝
賀
会
や
国
葬
の

会
場
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
す
。

民
衆
に
よ
る
社
会
運
動
の
拠
点

に
も
な
り
ま
し
た
。
関
東
大
震

災
で
は
、
被
災
民
の
仮
設
住
宅

が
建
て
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。

　

百
年
を
越
え
る
歴
史
の
中
で

公
園
内
の
施
設
は
、
開
園
後
も

新
設
さ
れ
た
り
老
朽
化
で
壊
さ

れ
た
り
と
、
時
代
と
と
も
に
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
大

噴
水
、
公
会
堂
、
野
外
音
楽
堂
、

図
書
館
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど

が
あ
り
ま
す
が
、
少
し
異
彩
を

放
つ
の
は
鐘
塔
で
す
。

　

鐘
塔
の
鐘
は
「
自
由
の
鐘
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。「
自
由

の
鐘
」
と
い
う
名
称
は
、
米
国

の
独
立
宣
言
の
際
に
自
由
の
喜

び
を
告
げ
た
歴
史
的
な
鐘
を
指

し
て
い
ま
す
。
こ
の
鐘
は
す
べ

て
の
国
と
そ
の
住
民
に
自
由
を

告
げ
る
象
徴
と
米
国
で
は
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

鐘
が
日
本
の
公
園
に
設
置
さ
れ

た
事
情
は
次
の
通
り
で
す
。

　

終
戦
後
に
米
国
の
民
間
有
志

が
「
自
由
の
鐘
」
の
複
製
を
連

合
軍
総
司
令
官
に
託
し
た
の
が

始
ま
り
で
す
。
託
さ
れ
た
司
令

官
は
自
由
の
擁
護
者
た
る
新
聞

を
通
じ
て
日
本
国
民
に
贈
る
こ

と
が
最
も
寄
付
の
趣
旨
に
そ
う

も
の
と
考
え
て
、
日
本
新
聞
協

会
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
日
本
新

聞
協
会
は
日
比
谷
公
園
に
鐘
塔

を
建
設
し
て
、
贈
ら
れ
た
鐘
を

設
置
し
ま
し
た
。
昭
和
二
十
七

年
（1952

年
）
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
設
置
か
ら
歳
月
が
流

れ
、
鐘
の
修
復
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
こ
の
時
、
立
ち
上
が
っ

た
の
が
、
中
央
大
学
の
卒
業
生

有
志
（
辞
達
学
会
の
皆
さ
ん
）

で
す
。
修
復
募
金
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
千
円
募
金
を
呼
び
か

け
る
等
の
努
力
に
よ
っ
て
修
復

が
実
現
し
ま
す
。
平
成
二
十
三

年
十
月
に
修
復
完
成
式
典
を
挙

行
し
ま
す
。
こ
う
し
て
美
し
い

鐘
の
音
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で

き
た
の
で
す
。

　

こ
の
修
復
か
ら
十
年
の
歳
月

が
過
ぎ
ま
し
た
。「
自
由
の
鐘
」

は
ま
だ
美
し
い
音
を
奏
で
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

自
由
の
擁
護
者
で
あ
る
べ
き
新

聞
、
テ
レ
ビ
等
の
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
は
偏
見
や
憎
し
み
を
増
幅
す

る
記
事
や
番
組
を
配
信
し
て
い

ま
す
。
自
由
を
制
約
す
る
出
来

事
は
世
界
各
地
で
起
こ
っ
て
い

ま
す
。
中
国
や
ロ
シ
ア
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
米
国
も
。
そ

し
て
日
本
も
。

　
「
自
由
の
鐘
」
の
修
復
が
必

要
な
時
代
が
や
っ
て
き
て
い
る

よ
う
で
す
。
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る
こ
と
が
で
き
、
非
常
に
感
慨

深
い
講
演
で
し
た
。

　

講
演
後
の
懇
親
会
で
は
、
講

演
し
て
い
た
だ
い
た
相
馬
先
生

の
周
り
に
人
が
集
ま
り
、
ご
歓

談
し
つ
つ
、
み
な
さ
ん
様
々
な

質
問
を
な
さ
っ
て
い
ま
し
た
。

物
理
学
科
ら
し
く
貪
欲
な
姿
勢

で
知
識
を
得
る
姿
は
、
や
っ
ぱ

り
い
い
も
の
だ
な
あ
と
感
じ
ま

し
た
。

第
41
期　

菅
原��

泰
晴

　

２
０
１
８
年
11
月
10
日
、
第

21
回
白
門
物
理
総
会
が
後
楽
園

キ
ャ
ン
パ
ス
6
号
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
総
会
に
は
32
名
が

出
席
し
、
11
期
植
田
さ
ん
が
司

会
、
5
期
宮
内
さ
ん
が
議
長
と

な
っ
て
進
め
ら
れ
、
滞
り
な
く

議
事
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

総
会
後
に
行
わ
れ
る
講
演
会

で
は
、
国
立
天
文
台
の
相
馬
充

先
生
に
「
キ
ト
ラ
古
墳
天
文
図

は
い
つ
、
ど
こ
で
観
測
さ
れ
た

星
空
か
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
講
演
内
容
を
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。
１
９
８
３
年
に
発

見
さ
れ
た
直
径
14
ｍ
も
あ
る
キ

ト
ラ
古
墳
天
文
図
は
、
西
暦

７
０
０
年
前
後
に
描
か
れ
た
そ

う
で
す
。
２
０
０
４
年
に
壁

画
の
フ
ォ
ト
マ
ッ
プ
撮
影
を

行
な
い
、
２
０
０
４
年
か
ら

２
０
１
０
年
に
か
け
て
保
存
の

た
め
の
取
り
外
し
作
業
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
２
０
１
５
年
に
飛

鳥
資
料
館
が
40
周
年
の
節
目
に

あ
た
る
こ
と
か
ら
、
２
０
１
４

年
に
文
化
庁
か
ら
「
キ
ト
ラ
古

墳
天
文
図
が
い
つ
、
ど
こ
で
観

測
さ
れ
た
星
空
か
」
の
調
査
を

相
馬
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
が
依
頼

さ
れ
た
そ
う
で
す
。
調
査
の
結

果
、
天
文
図
は
、
大
ま
か
に
４

つ
の
大
き
な
円
、
３
５
０
以
上

の
星
、
74
以
上
の
星
座
を
示
す

線
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
（
１
／
５
ほ
ど
は

剥
げ
て
し
ま
っ
て
い
た
そ
う
で

す
）。
天
文
図
の
中
心
は
天
の

北
極
と
な
っ
て
お
り
、
４
つ
の

円
は
、
天
の
赤
道
、
黄
道
（
位

置
が
間
違
っ
て
い
る
そ
う
で

す
）、
内
規
（
い
つ
で
も
見
え

る
星
の
範
囲
）、
外
規
（
１
年

で
見
え
る
範
囲
）
を
表
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
星
は
直
径
６

㎜
の
点
で
示
さ
れ
て
お
り
、
３

つ
だ
け
９
㎜
の
点
が
あ
っ
た
そ

う
で
す
（
天
狼
（
シ
リ
ウ
ス
）、

南
う
お
座
の
一
等
星
（
フ
ォ
ー

マ
ル
ハ
ウ
ト
）、
も
う
一
つ
は

不
明
）。

　

ま
ず
、「
い
つ
」
の
星
空
だ
っ

た
か
を
知
る
た
め
に
、
天
の
赤

道
を
通
る
星
の
位
置
の
ズ
レ
で

年
代
を
推
定
し
よ
う
と
し
ま
し

た
。
当
初
は
、
図
中
の
星
団
の

一
部
が
拡
大
さ
れ
て
い
た
り
、

正
体
不
明
の
星
（
客
星
（
激
変

星
、
新
星
、
超
新
星
）
の
可

能
性
が
あ
る
）
が
あ
っ
た
り

と
調
査
は
難
航
し
た
そ
う
で

す
。
そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
、

相
馬
さ
ん
ら
は
中
国
の
星
座

（
二
十
八
宿
）
を
用
い
た
そ
う

で
す
（
二
十
八
宿
に
は
距
星
と

呼
ば
れ
る
基
準
が
あ
り
、
こ
の

星
を
使
う
こ
と
で
星
座
中
の
他

の
星
を
相
対
的
に
置
く
こ
と
が

で
き
る
そ
う
で
す
）。
あ
る
程

度
信
用
で
き
る
11
星
を
使
用
し

て
年
代
推
定
し
た
結
果
、「
西

暦
３
０
０
±
90
年
」
の
星
空
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
ど
こ
」
で
観
測

さ
れ
た
星
空
か
を
知
る
た
め
、

内
規
の
円
に
接
し
て
い
る
星
か

ら
観
測
位
置
（
緯
度
）
を
求
め

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、「
北
緯

３
３
．
９
±
０
．
７
度
」
と
判

明
し
た
そ
う
で
す
。
こ
の
情
報

に
加
え
、
日
本
の
天
文
観
測
が

７
世
紀
に
始
ま
っ
た
こ
と
を
考

え
る
と
、
キ
ト
ラ
古
墳
天
文
図

は
、
中
国
の
長
安
や
洛
陽
で
観

測
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
そ
う

で
す
。

　

約
１
７
０
０
年
前
に
中
国
で

観
測
さ
れ
た
天
文
図
を
輸
入

し
、
日
本
の
職
人
が
壁
画
に
描

い
た
と
い
う
壮
大
な
歴
史
を
知

第
21
回
白
門
物
理
総
会
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部
の
創
立　

一
九
六
二
年
に
工

学
部
か
ら
理
工
学
部
が
創
ら
れ

ま
し
た
。
も
と
に
な
っ
た
工
学

部
の
創
立
は
一
九
四
九
年
で
す
。

学
科
は
土
木
工
学
、
精
密
工
学
、

電
気
工
学
、

工
業
化
学
の

四
学
科
で
し

た
。
こ
れ
ら

の
学
科
に
数

学
、
物
理
学
、

管
理
工
学
の

三
学
科
を
加

え
た
七
学
科

で
理
工
学
部

が
発
足
し
ま

す
。
こ
の
と

き
、
精
密
工

学
は
精
密
機

械
工
学
に
学
科
名
が
変
更
さ
れ

ま
す
。
そ
の
後
、
一
九
八
九
年

に
電
気
工
学
が
電
気
電
子
工
学

に
、
工
業
化
学
が
応
用
化
学
に

名
称
変
更
さ
れ
ま
す
。

学
科
の
新
設　

理
工
学
部
に

な
っ
て
か
ら
の
学
科
新
設
は

一
九
九
二
年
の
情
報
工
学
で

す
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
八
年
に

生
命
科
学
、
二
〇
一
三
年
に
人

間
総
合
理
工
学
が
新
た
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
理
工
学
部
は
十
学
科
体
制

に
な
り
ま
す
。
こ
の
間
に
学
科

名
の
変
更
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
九
九
七
年
に
管
理
工
学
が
経

営
シ
ス
テ
ム
工
学
、
二
〇
〇
〇

年
に
電
気
電
子
工
学
が
電
気
電

子
情
報
通
信
工
学
、
二
〇
〇
九

年
に
土
木
工
学
が
都
市
環
境
学

に
そ
れ
ぞ
れ
変
更
さ
れ
て
い
き

ま
す
。
表
に
現
在
の
学
科
名
と

入
学
定
員
数
を
示
し
ま
す
。

校
舎
の
建
設　

工
学
部
時
代

は
、
駿
河
台
校
舎
、
山
の
上
校

舎
、
水
道
橋
校
舎
の
三
箇
所
で

授
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

工
学
部
の
理
工
学
部
へ
の
改
組

が
き
ま
る
と
、
運
動
場
だ
っ
た

後
楽
園
校
地
に
一
号
館
、
二
号

館
、
三
号
館
（
実
験
棟
）
の
三

棟
が
一
九
六
二
年
に
建
設
さ
れ

ま
す
。

　

理
工
学
部
の
後
楽
園
新
校
舎

使
用
は
一
九
六
三
年
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
以
後
、
授
業
は
後
楽

園
校
舎
が
主
に
使
わ
れ
、
教
養

科
目
の
一
部
が
水
道
橋
校
舎
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

文
系
四
学
部
が
駿
河
台
校
舎
か

ら
多
摩
校
舎
に
移
転
し
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
水
道
橋
校
舎
が

売
却
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
後

楽
園
校
地
に
五
号
館
と
六
号
館

が
建
設
さ
れ
ま
す
。
完
成
は

一
九
八
〇
年
で
す
。
一
号
館
と

二
号
館
を
改
修
し
、
冷
房
が
設

置
さ
れ
た
の
も
こ
の
頃
で
す
。

授
業
の
実
施　

新
棟
の
完
成

で
水
道
橋
校
舎
で
の
授
業
は
な

く
な
り
、
代
わ
り
に
一
年
生
の

半
期
だ
け
多
摩
校
舎
で
授
業
を

実
施
す
る
と
い
う
こ
と
で
時
間

割
が
組
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
体

制
で
の
授
業
実
施
は
後
楽
園
校

地
だ
け
で
は
校
地
面
積
が
不
足

す
る
と
の
文
科
省
の
見
解
・
指

導
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
し
か

し
、
大
学
設
置
基
準
の
改
定
等

が
あ
り
、
や
が
て
半
期
間
の
多

摩
校
舎
で
の
授
業
は
と
り
や
め

と
な
り
ま
す
。

校
舎
の
改
築　

神
戸
淡
路
大

震
災
が
一
九
九
五
年
に
起
こ
る

と
、
校
舎
の
耐
震
性
が
問
題
視

さ
れ
ま
す
。
当
時
、
三
号
館
は

老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
耐
震

性
に
心
配
が
あ
り
ま
し
た
。
加

え
て
情
報
工
学
科
の
新
設
で
教

育
研
究
ス
ペ
ー
ス
が
不
足
し
て

い
た
こ
と
か
ら
、
二
〇
〇
三
年

に
新
三
号
館
と
し
て
、
十
二
階

建
て
の
建
物
が
建
て
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
一
号
館
と
二
号

館
に
耐
震
補
強
工
事
が
お
こ
な

わ
れ
ま
す
。
二
〇
一
一
年
に
耐

震
性
が
心
配
さ
れ
て
い
た
二
号

館
を
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と
し
て
使

わ
れ
て
い
た
場
所
に
建
て
替
え

ら
れ
ま
す
。
旧
二
号
館
の
跡
地

は
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と
し
て
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
二
号
館
の

改
築
で
、
理
工
学
部
発
足
当
時

の
建
物
は
一
号
館
だ
け
に
な
り

ま
し
た
。
現
在
の
建
物
配
置
を

図
に
示
し
ま
す
。

最
後
に　

今
年

は
、
工
学
部
時
代
か

ら
数
え
て
、
七
〇
年

に
な
り
ま
す
。
そ

の
間
、
四
学
科
約

一
二
〇
〇
名
の
学
生

が
駿
河
台
校
舎
と
水

道
橋
校
舎
で
学
ん
で

い
た
学
部
を
出
発
点

と
し
て
、
十
学
科
約

四
千
名
の
学
生
が
後
楽
園
校
舎

の
主
要
五
棟
の
建
物
で
学
ぶ
学

部
へ
と
成
長
し
ま
し
た
。
さ
ら

な
る
発
展
を
目
指
し
て
、
一
号

館
の
建
て
替
え
も
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

後
楽
園
校
舎
の
様
子
は
大
き

く
変
わ
り
ま
し
た
が
、
私
た
ち

物
理
学
科
の
学
生
が
学
ん
で
い

た
一
号
館
は
そ
の
ま
ま
残
っ
て

い
ま
す
。後
楽
園
校
舎
を
訪
ね
、

思
い
出
深
い
一
号
館
と
成
長
し

た
理
工
学
部
を
是
非
ご
覧
く
だ

さ
い
。

後楽園校地の建物（2019年現在）

飯
田
橋
は
外
堀
と
鉄
道
の
駅
が
そ

の
特
徴
を
大
き
く
だ
し
て
い
る
街

で
あ
る
。

　

駅
が
「
動
く
」
と
は
ち
ょ
っ
と

衝
撃
な
表
現
だ
が
、
中
央
線
の
飯

田
橋
駅
が
西
へ
約
２
０
０
ｍ
ほ
ど

移
動
す
る
た
め
の
工
事
が
今
た
け

な
わ
で
あ
る
。
左
の
写
真
を
ご
覧

い
た
だ
き
た
い
。
見
慣
れ
ぬ
光
景

で
あ
る
が
、
外
堀
沿
い
に
で
き
た

新
し
い
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
、
こ
れ

が
新
し
い
飯
田
橋
駅
の
一
部
で
あ

る
。

　

飯
田
橋
駅
を
語
る
に
は
３
つ
の

駅
の
話
が
必
要
で
あ
る
。
牛
込
橋

の
西
側
に
広
が
っ
て
い
た
「
牛
込

駅
」、
貨
物
専
用
駅
で
あ
っ
た
「
飯

田
町
駅
」
そ
し
て
今
の
「
飯
田
橋

駅
」
で
あ
る
。
飯
田
町
は
東
京
か

ら
西
へ
延
び
る
中
央
線
（
当
初
は

甲
武
鉄
道
）
の
起
点
と
し
て
明
治

28
年
に
開
業
し
た
。
そ
の
途
中
駅

と
し
て
牛
込
駅
が
あ
り
、
そ
の
後

鉄
道
が
神
田
方
面
に
伸
び
る
際
に

飯
田
橋
駅
を
昭
和
３
年
に
開
設
、

そ
の
際
牛
込
駅
は
廃
止
さ
れ
た
。

そ
し
て
飯
田
町
は
貨
物
専
用
駅
と

な
り
、
平
成
11
年
ま
で
存
続
し
た
。

　

今
の
飯
田
橋
駅
は
外
堀
に
沿
っ

て
鉄
道
が
敷
か
れ
た
た
め
、
ご
承

知
の
よ
う
に
市
販
の
地
図
で
も
わ

か
る
ほ
ど
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
が
大

き
く
カ
ー
ブ
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
電
車
と
ホ
ー
ム
の
間
に
広
い
隙

間
が
あ
り
、
ま
た
後
部
乗
務
員
に

よ
る
安
全
確
認
が
難
し
い
と
い
う

課
題
を
か
か
え
て
い
る
。

　

こ
れ
を
解
消
し
、
安
全
な
駅
に

す
る
た
め
ほ
ぼ
電
車
１
編
成
分
の

長
さ
（
約
２
０
０
メ
ー
ト
ル
）
の

���

こ
う
ら
く
え
ん
　
㉑����

飯
田
橋
駅
が
動
く
？

�������������������������

ホ
ー
ム
を
西
へ
伸
ば
し
、
直
線
化

す
る
の
で
あ
る
。
工
事
は
昼
間

は
電
車
が
頻
繁
に
行
き
交
う
の
で

主
に
夜
間
に
行
わ
れ
、
安
全
に
最

大
の
配
慮
を
し
た
う
え
で
行
わ
れ

て
い
る
。
完
成
す
れ
ば
西
口
が
き

れ
い
に
整
備
さ
れ
、
も
う
す
で
に

見
ら
れ
な
い
の
だ
が
飯
田
橋
駅
の

見
慣
れ
た
西
口
改
札
と
ホ
ー
ム
を

つ
な
ぐ
長
い
連
絡
橋
も
な
く
な
っ

た
。
ホ
ー
ム
ド
ア
も
取
り
付
け
ら

れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

飯
田
橋
駅
の
西
側
は
大
き
く
変

わ
っ
た
。
南
側
に
は
教
会
や
歯
大
、

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
な
ど
が
林
立
、
そ

の
中
で
「
牛
込
見
附
跡
」
が
き
れ

い
に
整
備
さ
れ
憩
い
の
場
と
な
っ

て
い
る
。
そ
し
て
北
側
に
は
「
神

楽
坂
」。
昔
と
変
わ
ら
ぬ
賑
わ
い

が
佇
ん
で
い
る
。

（
清
水　

正
）

新宿側に延長された飯田橋駅の
新ホーム

曲がったホーム
この先に200メートル延長される

理
工
学
部
の
昔
と
今
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青
空
に
映
え
る
青
を
主
に
し

た
建
物
が
多
い
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ

ン
へ
行
っ
て
み
た
い
と
か
な
り

前
か
ら
思
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
そ
の
思
い
が
叶
っ
て
３
月

下
旬
に
出
か
け
ま
し
た
。
ウ
ズ

ベ
キ
ス
タ
ン
へ
は
毎
年
３
月
か

ら
10
月
ま
で
は
定
期
直
行
便
が

出
ま
す
。
少
し
早
め
の
春
か
な

と
思
い
つ
つ
行
き
ま
し
た
と
こ

ろ
春
爛
漫
の
季
節
、
夜
は
多
少

寒
く
な
る
も
の
の
日
本
と
変
わ

ら
な
い
気
温
に
快
適
で
す
。
１

週
間
の
旅
行
中
〝
晴
れ
女
〟
の

私
は
雨
に
降
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

ま
ず
は
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン

の
玄
関
口
タ
シ
ケ
ン
ト
へ
。
９

時
間
30
分
の
飛
行
機
の
旅
、
そ

し
て
、
乗
り
換
え
て
西
側
の
ウ

ル
ゲ
ン
チ
へ
２
時
間
30
分
飛

び
、
そ
の
後
バ
ス
で
城
塞
都
市

ヒ
ヴ
ァ
へ
。
泊
ま
っ
た
ホ
テ
ル

は
旧
市
街
の
入
り
口
の
一
つ
、

西
門
前
で
し
た
。
夜
景
が
と
っ

て
も
綺
麗
で
し
た
。
翌
日
は
バ

ス
で
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
37
％

を
占
め
る
カ
ラ
カ
ル
パ
ク
ス
タ

ン
自
治
共
和
国
へ
。
古
代
ホ
レ

ズ
ム
共
和
国
の
遺
跡
群
観
光
。

か
つ
て
の
王
国
の
城
壁
の
一
部

が
残
っ
て
い
て
今
で
も
修
復
を

し
て
い
ま
し
た
が
レ
ン
ガ
作
り

に
も
か
か
わ
ら
ず
セ
メ
ン
ト
で

修
復
。
こ
ん
な
修
復
の
仕
方
は

日
本
で
は
考
え
ら
れ
な
い
と
思

わ
ず
つ
ぶ
や
い
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　

夕
方
、
ヒ
ヴ
ァ
に
戻
り
ま
し

た
が
曇
っ
て
い
て
夕
日
鑑
賞
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
翌
朝
朝

日
鑑
賞
を
し
た
後
ヒ
ヴ
ァ
（
イ

チ
ャ
ン
カ
ラ
）
観
光
、
ヒ
ヴ
ァ

王
朝
の
夏
の
宮
殿
で
夕
食
後
、

１
時
間
30
分
の
国
内
線
で
チ
ン

ギ
ス
ハ
ン
の
伝
説
が
残
る
古
都

ブ
ハ
ラ
へ
。
ど
こ
に
行
っ
て
も

レ
ン
ガ
に
青
基
調
の
装
飾
。
こ

れ
に
は
３
通
り
あ
り
、
モ
ザ
イ

ク
、
タ
イ
ル
、
絵
で
す
。
こ
の

青
の
原
料
は
よ
く
わ
か
っ
て
い

な
い
そ
う
で
す
。
モ
ス
ク
、
メ

ド
レ
セ
（
神
学
校
）
等
、
目
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
素
晴
ら
し

い
建
物
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
一
つ
で
一
組
の
新
婚

さ
ん
に
出
会
い
ま
し
た
。
ウ
ズ

ベ
キ
ス
タ
ン
の
人
々
は
親
日
で

日
本
人
観
光
客
に
親
し
く
話
し

か
け
て
き
た
り
し
ま
す
。
で
す

か
ら
一
緒
に
写
真
を
撮
る
こ
と

も
拒
否
し
ま
せ
ん
。
そ
れ
ど
こ

ろ
か
喜
ん
で
く
れ
た
の
に
は

び
っ
く
り
で
す
。
ち
な
み
に
、

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
旅
行
中
に
こ

の
一
組
を
含
め
て
三
組
の
新
婚

さ
ん
に
出
会
い
ま
し
た
。
季
節

が
い
い
の
で
し
ょ
う
。
夕
方

は
旅
行
お
決
ま
り
の
民
族
舞

踊
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
で
し
た
。

国
々
の
特
色
が
あ
り
ま
す
ね
。

ち
ょ
っ
と
ロ
シ
ア
風
か
な
？　

翌
日
は
ブ
ハ
ラ
か
ら
バ
ス
で

シ
ャ
フ
リ
サ
ー
ブ
ス
へ
。
こ
こ

�

第
39
期　

田
中��

宏�

　

都
心
で
見
慣
れ
た
オ
レ
ン
ジ

色
の
ラ
イ
ン
、
Ｊ
Ｒ
中
央
線
。

し
か
し
立
川
駅
か
ら
青
梅
線
に

乗
り
入
れ
揺
ら
れ
て
い
る
と

段
々
と
景
色
が
変
わ
り
…
…
一

面
の
山
と
樹
々
が
私
た
ち
を
迎

え
入
れ
る
。
東
京
都
な
が
ら
イ

メ
ー
ジ
さ
れ
る
都
会
と
は
全
く

異
な
っ
た
景
観
と
漂
っ
て
く
る

新
緑
の
香
り
。
そ
ん
な
ギ
ャ
ッ

プ
を
楽
し
み
な
が
ら
向
か
っ

た
先
は
『
奥
多
摩　

針
の
木

山
荘
』。
ロ
ビ
ー
に
着
く
と
既

に
ソ
フ
ァ
ー
で
先
輩
の
皆
さ
ま

が
談
笑
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
２
０
１
９
年
6
月
1
日
、

そ
ん
な
非
常
に
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
で
第
20
回
の
白
門
物
理

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
！

　

今
年
は
卒
寿
に
な
ら
れ
た
黒

沢
先
生
が
ご
参
加
さ
れ
る
と
の

こ
と
。
黒
沢
先
生
は
中
大
物
理

科
の
開
設
当
初
か
ら
物
性
物
理

学
な
ど
の
ご
教
鞭
を
取
ら
れ
て

い
た
方
で
す
。
私
は
第
39
期
の

学
生
な
の
で
先
生
か
ら
ご
指
導

頂
い
た
事
は
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
在
学
時
に
多
々
ご
講
義
し

て
頂
い
た
現
会
長
で
い
ら
っ

し
ゃ
る
杉
本
秀
彦
先
生
の
教
授

な
の
で
、
先
生
の
先
生
と
い
う

事
に
な
り
ま
す
。
お
名
前
自
体

は
存
じ
上
げ
て
お
り
ま
し
た

が
、
史
と
い
う
も
の
は
な
ん
と

い
う
か
趣
深
い
も
の
で
す
ね
。

し
ば
ら
く
す
る
と
黒
沢
先
生
も

ご
到
着
さ
れ
ま
し
た
。
到
着
さ

れ
る
と
早
速
『
少
し
周
り
を
見

て
き
ま
す
。』
と
散
策
へ
向
か

わ
れ
ま
す
。『
え
、
散
策
行
っ

ち
ゃ
っ
た
の
？　

一
人
で
大
丈

夫
？
』
な
ん
て
声
も
あ
り
ま
し

た
が
、
と
て
も
お
元
気
そ
う
な

ご
様
子
で
す
。

　

夕
食
会
は
奥
多
摩
の
季
節
の

山
菜
や
お
魚
な
ど
を
素
敵
な
器

が
彩
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
と

談
笑
し
つ
つ
、
黒
沢
先
生
か
ら

は
当
時
の
色
々
な
お
話
を
頂
い

た
り
、
い
く
つ
か
の
元
気
の
秘

訣
を
公
開
頂
き
、
若
輩
な
が
ら

非
常
に
参
考
に
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
や
は
り
一
番
参
考
に

な
っ
た
の
は
『
気
を
使
わ
ず
、

第
20
回
白
門
物
理
の
集
い

～
黒
沢
先
生
の
卒
寿
祝
い
と
共
に
～

　
ひ
と
り
言
…
…
　
青
の
絶
景
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
ツ
ア
ー

酒
も
ち
ゃ
ん
と
飲
む
こ
と
』
で

し
ょ
う
か
。
非
常
に
心
が
洗
わ

れ
ま
す
。
ま
た
先
生
に
有
志
の

皆
さ
ん
か
ら
お
祝
い
の
花
束
も

贈
呈
さ
れ
、
受
け
取
っ
た
時
の

笑
顔
が
素
敵
で
し
た
ね
。
そ
ん

な
夕
食
会
は
そ
の
ま
ま
宴
会
に

な
り
遅
く
ま
で
大
盛
り
上
が
り

で
す
。
い
っ
た
い
日
本
酒
何
升

空
い
た
ん
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
も
ち
ろ
ん
遊
ぶ
だ
け

で
な
く
、
し
っ
か
り
と
現
在
の

物
理
の
最
前
線
に
つ
い
て
も
向

学
し
ま
す
。
今
回
の
講
演
は
第

41
期
の
菅
原
さ
ん
か
ら
『
最
近

の
科
学
衛
星
の
話
題
』
と
題
し

て
、
国
や
研
究
機
関
と
し
て
の

今
ま
で
科
学
衛
星
に
対
す
る
取

り
組
み
や
、
科
学
衛
星
を
開
発

す
る
最
近
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

の
情
報
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

１
９
７
１
年
に
日
本
初
の
科
学

衛
星
「
し
ん
せ
い
」
の
打
ち
上

げ
が
成
功
し
て
か
ら
50
年
。
お

話
を
聞
い
て
い
る
と
関
わ
っ
て

い
る
方
々
の
様
々
な
思
考
錯
誤

や
、
そ
の
大
変
さ
が
垣
間
見
え

ま
す
。
今
や
日
本
だ
け
で
9
つ

の
科
学
衛
星
が
運
用
中
で
、
宇

宙
の
星
々
や
宇
宙
の
状
態
な
ど

未
知
の
部
分
が
探
査
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
後
も
宇
宙
の
起
源
や

性
質
、
物
理
を
探
る
べ
く
非
常

に
期
待
が
持
た
れ
ま
す
ね
。

　

気
付
け
ば
白
門
物
理
の
集
い

は
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過

ぎ
…
…
最
後
は
有
志
を
募
っ

て
『
奥
多
摩
む
か
し
み
ち
散

策
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
約
10

㎞
に
及
ぶ
散
策
コ
ー
ス
を
進
む

と
、
我
が
家
の
水
源
を
司
る
小

河
内
ダ
ム
が
視
界
に
入
り
壮
観

な
眺
め
を
楽
し
め
ま
す
。
一
方

で
、
通
り
道
の
吊
り
橋
に
は
2

人
以
上
乗
る
な
と
の
警
告
文
。

最
近
問
題
の
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化

の
波
は
こ
の
辺
り
に
も
み
ら
れ

て
き
て
い
ま
す
。
難
し
い
話
だ

な
…
…
と
感
じ
な
が
ら
も
無
事

に
完
走
し
て
散
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

私
は
今
回
初
め
て
参
加
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
が
、
同
じ
道
を

共
に
し
た
幅
広
い
年
代
の
方
と

お
目
に
掛
か
っ
て
お
話
が
で

き
、
ま
た
普
段
は
接
さ
な
い
知

見
と
の
出
会
い
も
あ
り
、
非
常

に
良
い
刺
激
に
な
っ
た
と
存
じ

ま
す
。
ご
興
味
が
あ
る
方
は
是

非
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

私
自
身
も
時
間
が
許
す
限
り
ま

た
参
加
し
て
み
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

は〝
世
界
の
支
配
者
〟テ
ィ
ム
ー

ル
ゆ
か
り
の
地
で
す
。
そ
の
歴

史
地
区
を
た
っ
ぷ
り
観
光
。
こ

こ
で
も
青
の
モ
ス
ク
で
し
た
。

そ
し
て
民
家
で
の
昼
食
。
少
し

で
も
一
般
民
家
を
と
の
よ
う
で

し
た
が
、
こ
の
民
家
は
生
活
レ

ベ
ル
は
高
い
方
で
は
な
い
の
か

な
と
つ
ぶ
や
き
ま
し
た
。

　

再
び
バ
ス
で
そ
れ
こ
そ
青
の

都
サ
マ
ル
カ
ン
ド
へ
。
こ
こ
で

の
夜
景
も
と
て
も
き
れ
い
で
し

た
。
翌
日
は
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の

真
珠
と
言
わ
れ
る
サ
マ
ル
カ
ン

ド
の
観
光
。
有
名
な
青
の
建
物

の
レ
ギ
ス
タ
ン
広
場
や
モ
ス

ク
、
廟
、
メ
ド
レ
セ
を
た
っ
ぷ

り
観
て
、
そ
れ
に
市
場
に
寄
っ

た
り
と
す
っ
か
り
満
足
の
一

日
。
た
だ
残
念
な
こ
と
に
ウ
ル

グ
ベ
ク
天
文
台
跡
に
は
立
ち
寄

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
現
在
は
円

い
天
文
台
の
基
礎
と
六
分
儀
の

地
下
部
分
の
み
が
残
っ
て
い
る

だ
け
で
す
が
。
そ
の
そ
ば
に
あ

る
博
物
館
に
は
天
文
台
の
復
元

図
と
ウ
ル
グ
ベ
ク
の
功
績
な
ど

を
展
示
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

翌
日
は
フ
ラ
ン
ス
製
の
高
速
鉄

道
ア
フ
ラ
シ
ャ
ブ
号
で
タ
シ
ケ

ン
ト
へ
約
２
時
間
乗
車
。
着
い

て
か
ら
首
都
タ
シ
ケ
ン
ト
市
内

観
光
。
タ
シ
ケ
ン
ト
の
地
下
鉄

に
も
乗
り
ま
し
た
。
地
下
鉄
の

駅
で
は
ロ
シ
ア
風
の
素
敵
な
装

飾
に
び
っ
く
り
で
し
た
。

　

そ
し
て
市
内
の
ナ
ヴ
ォ
イ
・

オ
ペ
ラ
・
バ
レ
イ
劇
場
は
、
第

二
次
世
界
戦
争
後
タ
シ
ケ
ン
ト

に
抑
留
さ
れ
て
い
た
旧
日
本
兵

な
ど
の
捕
虜
に
強
制
労
働
で
作

ら
せ
た
建
物
の
一
つ
で
、
地
震

の
時
に
も
倒
壊
せ
ず
に
建
っ
て

い
て
、
強
制
労
働
に
も
か
か
わ

ら
ず
見
事
な
建
物
を
作
り
上
げ

た
と
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
こ
そ
が
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン

の
人
々
の
親
日
の
理
由
の
一
つ

で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
日
本
人

墓
地
、
日
本
庭
園
と
め
ぐ
り
春

の
花
を
い
っ
ぱ
い
愛
で
（
桜
は

少
し
遅
く
散
っ
て
い
ま
し
た

が
）
タ
シ
ケ
ン
ト
を
一
日
た
っ

ぷ
り
観
光
し
て
、
夜
、
帰
国
の

途
に
つ
き
ま
し
た
。

理
工
学
部
創
立
七
十
周
年
記
念
行
事

　

第
４
期　

杉
本��

秀
彦

　

今
年
は
理
工
学
部
創
立
七
十

年
に
な
り
ま
す
。
こ
の
間
に
学

科
は
増
設
さ
れ
、
校
舎
も
増
改

築
さ
れ
ま
し
た
（
写
真
参
照
）。

そ
こ
で
理
工
学
部
の
発
展
を
記

念
し
て
創
立
七
十
周
年
記
念
祝

賀
行
事
が
九
月
二
八
日
に
文
京

シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

一
部
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
で
は

中
央
大
学
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演

奏
が
あ
り
、
続
い
て
記
念
討
論

会
「
中
央
大
学
理
工
学
部
の
未

来
へ
向
け
て
ー
卒
業
生
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
は
二
十
代

か
ら
五
十
代
の
卒
業
生
六
名
、

学
生
時
代
の
経
験
や
こ
れ
か
ら

の
理
工
学
部
に
対
す
る
期
待
が

語
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
中

央
大
学
応
援
部
が
演
武
を
披
露

し
て
イ
ベ
ン
ト
は
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

二
部
の
記
念
式
典
で
は
、
樫

山
理
工
学
部
長
が
式
辞
を
述

べ
、
中
央
大
学
理
事
長
、
学
長
、

学
員
会
会
長
が
順
次
祝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。
外
部
組
織
か
ら
の

祝
辞
は
、
文
京
区
長
と
台
湾
の

中
央
大
学
理
工
院
長
で
す
。
こ

の
後
、
理
工
学
部
の
過

去
・
現
在
・
未
来
と
題

す
る
ビ
デ
オ
が
上
映
さ

れ
、
学
部
四
年
生
に
よ

る
在
学
生
代
表
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。
最
後
に

中
央
大
学
理
工
合
唱
団

と
共
に
参
加
者
全
員
が

校
歌
を
斉
唱
し
ま
し
た
。

　

三
部
の
記
念
祝
賀
会

は
会
場
を
変
え
て
、
飯

田
橋
駅
近
く
の
ホ
テ
ル

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
エ
ド

モ
ン
ト
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
で
の
祝
辞
に
は
衆
議
院

議
員
の
平
野
氏
と
駐
日
ベ
ナ
ン

共
和
国
大
使
が
立
た
れ
、
中
央

大
学
総
長
が
乾
杯
の
音
頭
を
と

り
ま
し
た
。祝
賀
会
は
盛
会
で
、

会
場
は
参
加
者
で
埋
め
尽
く
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
記
念
行
事
は
予
定

通
り
無
事
終
了
し
、
創
立
百
年

へ
の
新
た
な
歩
み
が
始
ま
り
ま

し
た
。

１９６５年頃の後楽園キャンパス
　（中央大学７０周年記念事業ホームページより）

2人以上は乗れない吊り橋

高速鉄道の朝食

黒沢先生を囲んで

ナヴォイ・オペラ・バレイ劇場
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２０１８（平成３０）年度会計報告
期間：平成３０年１０月１日～令和元年９月３０日 （予算） （決算）

雑 収 入：幹事会・懇親会等からの寄付、利子、利息及び個人寄付
                              中野徹、渡辺健次、松本精夫、長利哲司、年綱寛史、永見昭　(以上：敬称略）
総 会 費：謝礼　国立天文台　相馬充先生(キトラ古墳天文図）
機関紙代：500部　音羽印刷

通 信 費：総会案内、機関紙送付、
　　　　　白門物理の集い案内
企画補助：物理の集い講師謝礼、
　　　　　ＨＰ、取材費
備 品 費、消 耗 品 費：
 プ リ ン タ ー イ ン ク 代
事務経費：振込手数料など

会計 佐々木文三（第４期）印

①監査執行日　　　　　　　令和元年１０月　　日
②監査項目及びその状況　　帳簿、証ひょう類、現金、預貯金とも正確である。
③その他事項はありません。

平成30年度会計監査報告

会計監事 倉繁正和（第8期）  　印
会計監事 菅原泰晴（第41期）　印

２０１９（令和元）年度予算案
期間：令和元年10月１日～令和2年9月30日  （予算）

収入の部　　

会費

雑収入
繰越金

支出の部　　
総会費
機関誌代
通信費
企画補助
備品費
消耗品費
事務経費

残高の部　　

収入の部　　

会費

雑収入
繰越金

支出の部　　
総会費
機関誌代
通信費
企画補助
備品費
消耗品費
事務経費

残高の部　　

終身会員会費（3名）
通常会員会費（14名）
寄付、利息等

謝礼等
印刷費
案内状送料等
ＨＰ、講師謝礼等
ゴム印等
事務用品等 
ＭＢＳ手数料他

終身会員会費
通常会員会費
寄付、利息等

謝礼等
印刷費等
案内状送料等
ＨＰ、講師謝礼等
ゴム印等
事務用品等 
振込手数料等

1,936,658 
0 

30000 
0 

1,906,658 
325,000 
60,000 
100,000 
100,000 
50,000 
5,000 
5,000 
5,000 

1,611,658 

10名

　

2,096,736 
90,000 
42,000 
58,078 

1,906,658  
239,527 
50,000 
97,200 
74,528 
13,395 

0 
1,070 
3,334  

1,857,209 

1,887,209
0 

30,000 
0 

1,857,209  
325,000
60,000 
100,000 
100,000 
50,000 
5,000 
5,000 
5,000 

1,562,209
会計 佐々木文三（第４期）印

会　計　報　告

会　　費： （終身会員）　田中宏(39期）、影山昌秀(15期）、鈴木善博(17期）
 （通常会員）　荻原和弘(17期）、小林昭二(13期）、渡辺健次(先生）
 井原太一(15期）、  松原 利明(7期）、年綱寛史（6期）、磯目基嗣(11期）
 榎本雅人（20期）、永見昭(1期）、阿部寛(19期）、若林学(1期）
 安田明彦(3期）、本村克美(11期）、 須賀博志(14期）

　　「白門物理会」は２０年を超えて活動を続けています。これも、ひとえに
会員皆様のご協力の賜と厚くお礼申し上げます。これからも「白門物理会」
が継続、発展するためには皆様から納入して頂く会費に頼らざるを得ませ
ん。以下のいずれかの方法で、会費納入をよろしくお願いします。

　　①直接納入
　　　　「総会」「白門物理の集い」等に出席の際、会計担当が承ります。
　　②郵便局からの振込み
　　　　払込取扱票（手数料は白門物理会で負担）をお送りしますのでご利用

ください。
　　③銀行からの振込み
　　　　三菱UFJ銀行　久米川支店（店番２３１）
　　　　　　　　 　　　　口座番号：０６９１９８８（普通預金）
　　　　　　　　 　　　　名　　前：白門物理会
　　なお、会費については「規約」に次のように規定されています。
　　第６章（会計）
　　第14条　①年会費は３千円とする。
　　　　　　②３万円を一括納入することにより「終身会員」とする。
　　　　　　　　「終身会員」は年会費は免除する。
　　　　　　③長期にわたり年会費を納入した者、その他これに準ずる者

は、幹事会の承諾を得て「終身会員」とする。

● 　�　　会費納入について（お願い）　　　�　 ●

　皆様に興味を持ってお読みいただける
ようにと知恵を出し合い、今年も会報ぶ
つりをお届けしますのでお読み頂ければ
と思います。
　8月に富士山のバスツアーに参加して
きました。富士山は今までに1～5合目、
5合目～頂上、頂上のお鉢巡り、山麓一
周（1年かけて毎月１回）と歩いてきま
したが、今回は5合目の散策です。かつ
ては5合目あたりを一周する「お中道」
と言われた道があったそうですが、今は
大沢崩れなどもあって富士スバルライン
の5合目付近だけが遊歩道として整備さ
れています。ほぼ平坦な火山礫の歩道で
すが、奥庭付近には急な坂もありました。
歩いている人には年配の女性もかなりお
られ、その元気さに圧倒されていました

が、ふと見ると見覚えのある顔が・・・。
人違いかもしれないが、と恐る恐る声を
かけると、アーラおじさん、との返事。
こんなこともあるものだと驚かされたの
でした。そんなこともあり、より記憶に
残る1日となりました。皆様にも同じよ
うなご経験がおありでしょうか。
【編集委員】
委員長　８期　斉藤　守夫
委員　　　　

１期 篠田　彬 ４期 杉本　秀彦
４期 佐々木文三 ５期 宮内　良子
７期 鈴木　立夫 ７期 中村　裕介
８期 倉繁　正和 1３期 飯島　章男
1８期 吉川　秀雄 27期 脇田　順一
4０期 照井雄一朗 41期 菅原　泰晴

編集顧問  清水 正（法学部卒）

編 集 後 記

平
成
最
後
の
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

�
第
７
期　

中
村��

裕
介

　

平
成
30
年
度
中
央
大
学
理
工

学
部
の
卒
業
式
と
大
学
院
理
工

学
研
究
科
修
士
課
程
学
位
授
与

式
が
平
成
31
年
3
月
24
日（
日
）

に
後
楽
園
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
数
日
前
に
東
京

で
も
桜
の
開
花
宣
言
が
出
さ
れ

て
、
理
工
学
部
の
５
号
館
横
の

桜
も
２
分
咲
き
程
度
に
ほ
こ
ろ

び
、
穏
や
か
な
卒
業
式
日
和
と

な
り
ま
し
た
。

　

学
部
全
体
で
の
式
典
後
、
各

科
に
分
か
れ
て
卒
業
証
書
・
学

位
記
授
与
式
が
行
わ
れ
、
物
理

学
科
で
は
49
名
の
学
部
卒
業
者

と
９
名
の
修
士
課
程
修
了
者
に

教
室
主
任
の
中
村
真
教
授
か
ら

卒
業
証
書
と
学
位
記
が
そ
れ
ぞ

れ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て

中
村
先
生
か
ら
お
祝
い
の
お
話

が
あ
り
、
そ
の
後
白
門
物
理
会

の
杉
本
会
長
と
照
井
副
会
長
か

ら
お
祝
い
と
白
門
物
理
会
紹
介

が
あ
り
ま
し
た
。

　

中
村
先
生
か
ら
は
、卒
業
者
、

修
了
者
を
は
じ
め
、
保
護
者
や

関
係
さ
れ
る
方
々
に
お
祝
い
の

お
言
葉
が
あ
っ
た
あ
と
、
こ
の

新
た
な
る
門
出
に
際
し
特
に
皆

さ
ん
に
お
伝
え
し
た
い
こ
と
と

し
て
、
韓
国
で
研
究
生
活
を
し

て
い
た
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ま

じ
え
て
、
次
の
よ
う
に
お
話
し

が
あ
り
ま
し
た
。

　

常
々
思
う
ん
で
す
が
何
か
真

実
っ
て
相
反
す
る
こ
と
を
二
つ

並
べ
る
と
真
実
に
な
る
様
な
気

が
し
ま
す
。
例
え
ば
物
理
学
っ

て
ど
う
な
の
と
聞
か
れ
た
時
、

物
理
学
簡
単
だ
よ
、
で
も
難
し

い
、
と
言
う
と
何
と
な
く
真
実

に
近
づ
い
た
感
じ
が
す
る
ん
で

す
ね
。

　

皆
さ
ん
が
こ
れ
か
ら
広
い
世

界
に
出
て
い
く
こ
と
を
考
え
る

と
、
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し

て
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
あ
り
ま

す
。
試
し
に
ネ
ッ
ト
で
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る

人
材
と
か
を
検
索
し
て
み
る

と
、
た
い
て
い
は
英
語
を
身
に

着
け
る
事
が
重
要
と
か
出
て
来

ま
す
。
こ
れ
自
体
正
し
い
の

で
、
何
の
反
論
も
無
い
で
す
。

で
も
、
同
時
に
反
対
側
か
ら
の

言
葉
を
一
つ
添
え
る
と
ま
た
真

実
に
近
づ
く
様
な
気
が
す
る
の

で
、
ネ
ッ
ト
に
載
っ
て
い
な
い

そ
の
反
対
側
の
事
を
お
伝
え
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

人
間
に
と
っ
て
大
切
な
事
と

は
、
他
人
に
対
し
て
誠
実
で
あ

る
と
か
、優
し
く
で
き
る
と
か
、

あ
る
い
は
他
人
の
親
切
に
対
し

て
感
謝
で
き
る
と
い
っ
た
こ
と

で
、
そ
れ
は
国
籍
と
か
言
語
に

は
関
係
な
い
の
で
す
。
だ
か
ら

あ
る
意
味
、
英
語
を
喋
ら
な
く

て
も
い
い
ん
で
す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
は
海
外
に

出
て
行
く
と
い
う
事
だ
け
で
は

無
く
、
日
本
国
内
で
就
職
さ
れ

る
方
も
今
ま
で
の
大
学
生
活
と

は
文
化
や
習
慣
の
違
う
環
境
の

中
に
身
を
置
く
訳
で
、
そ
こ
で

違
っ
た
常
識
を
身
に
着
け
、
新

し
い
仕
事
を
覚
え
て
行
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
同
時
に
自
分
の

内
側
に
既
に
有
る
誠
実
さ
だ
と

か
、
真
面
目
さ
と
か
、
優
し
さ

と
か
、
感
謝
や
尊
敬
の
気
持
ち

と
い
う
の
が
最
終
的
に
は
大
事

で
、
こ
れ
が
万
国
共
通
の
世
界

最
強
の
共
通
言
語
な
ん
で
す
。

私
が
お
伝
え
し
た
い
の
は
、
世

界
の
ど
こ
に
行
こ
う
と
も
、
あ

る
い
は
ど
ん
な
業
種
に
進
も
う

と
も
怖
い
物
は
無
い
と
言
う
こ

と
で
す
ね
。
だ
っ
て
皆
さ
ん
の

中
に
は
幼
い
こ
ろ
か
ら
培
っ
て

き
た
誠
実
さ
真
面
目
さ
感
謝
の

気
持
ち
尊
敬
す
る
気
持
ち
な

ど
、
す
な
わ
ち
万
国
共
通
で
世

界
最
強
の
共
通
言
語
が
有
る
ん

で
す
。
そ
の
こ
と
を
忘
れ
ず
に

い
て
頂
き
た
い
と
言
う
の
が
一

番
伝
え
た
い
事
な
の
で
す
。

　

最
後
に
「
皆
さ
ん
の
こ
れ
か

ら
の
人
生
が
益
々
充
実
し
た
豊

か
な
も
の
に
な
り
ま
す
よ
う
祈

念
し
ま
す
。」
と
の
お
言
葉
で

締
め
括
ら
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
２
年
前
ま
で
教

壇
に
立
た
れ
て
い
た
白
門
物
理

会
の
杉
本
会
長
が
挨
拶
に
立
つ

と
、
卒
業
生
達
か
ら
は
懐
か
し

さ
と
会
長
で
あ
る
こ
と
へ
の
驚

き
か
ら
か
ど
よ
め
き
が
起
き
ま

し
た
。
会
長
か
ら
は
、
お
祝
い

の
言
葉
と
と
も
に
次
の
よ
う
な

お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
が
あ
る
組
織
に
入
っ

た
と
し
て
、
そ
の
組
織
の
中
の

常
識
は
必
ず
し
も
世
間
の
常
識

と
一
致
し
て
い
る
と
は
限
ら
な

い
。
批
判
的
に
も
の
ご
と
を
見

て
自
分
の
頭
で
考
え
る
と
言
う

作
業
を
し
な
い
と
、
と
ん
で
も

な
い
こ
と
が
起
る
と
言
う
事
で

す
。
そ
う
い
う
事
を
避
け
る
に

は
知
見
を
広
げ
、
社
会
全
体
を

見
渡
す
様
な
広
い
視
野
を
持
つ

こ
と
で
す
。
皆
さ
ん
に
は
そ
う

い
う
努
力
を
是
非
行
っ
て
頂

き
、
こ
れ
か
ら
の
活
躍
を
大
い

に
期
待
す
る
も
の
で
す
。
こ
こ

か
ら
は
同
窓
会
の
宣
伝
に
も
な

り
ま
す
が
、
広
い
視
野
を
持
つ

た
め
に
は
時
間
を
超
え
、
場
所

を
超
え
て
色
ん
な
人
と
接
触
を

持
つ
事
で
す
。
そ
れ
が
同
窓
会

の
役
割
で
す
。
学
員
会
と
言
う

組
織
は
大
学
全
体
の
同
窓
会
で

す
が
、
そ
れ
と
は
別
に
白
門
物

理
会
と
い
う
物
理
学
科
独
自
の

同
窓
会
が
あ
り
ま
す
。
物
理
と

言
う
学
問
を
勉
強
し
た
人
た
ち

が
年
齢
を
超
え
て
情
報
交
換
を

し
、お
互
い
に
物
事
を
考
え
る
、

そ
う
言
う
組
織
で
す
。
是
非
こ

れ
に
加
わ
っ
て
広
い
視
野
を
獲

得
し
て
頂
き
た
い
と
言
う
の
が

私
の
お
願
い
で
す
。

　

続
い
て
照
井
副
会
長
か
ら
白

門
物
理
会
会
報
「
ぶ
つ
り
」
の

紹
介
と
と
も
に
、
働
き
出
す
と

会
報
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
な

科
学
的
な
こ
と
に
携
わ
っ
て
い

く
事
が
余
り
無
い
と
言
う
の
が

現
実
で
あ
る
こ
と
や
、
卒
業
す

る
と
一
人
一
人
が
ば
ら
ば
ら
に

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
の

で
、
今
後
も
つ
な
が
り
を
持
ち

続
け
る
た
め
に
も
同
窓
会
に
加

わ
っ
て
頂
け
れ
ば
と
の
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
授
与
式
は

滞
り
な
く
終
了
し
、
卒
業
生
た

ち
は
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
へ
と
向

か
っ
た
の
で
し
た
。

証書を授与する中村先生


